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多くの野生動物が利用するどんぐり。今年も市内のどんぐ

りが実る木３６７本の着果状況を調査しました。

左の図は、市内西部を７つのエリアに分けどんぐりの着果

状況を表したものです。どんぐりは、ブナ（Ｄエリアのみ）、

ミズナラ、コナラ、ヤマグリです。

着果状況は昨年に比べて少し悪いですが、Ａ～Ｇエリア全

体の実りとしては昨年同様並作です。

樹種別にみると、昨年豊作だったブナが凶作、ミズナラ・

コナラが昨年に続き並～豊作、昨年不作だったヤマグリは不

～並作です。

また、本市の西に位置する檜原村の状況を２地点確認し、

ミズナラが不～並作、ヤマグリとコナラが並作でした。

樹種 着果状況
ブナ 凶

ミズナラ 並～豊
ヤマグリ 不～並
コナラ 並～豊

クリは、どんぐりの中で最初に成熟

し、早い所では８月下旬から哺乳類が

利用し始めます。人家付近にあるクリ

やカキは収穫しましょう。

コレンジャー活動報告 １ 「どんぐりの実り調査」

縦軸は実の数、横軸は実施年。

猛暑となった８月の活動日、どんぐりの実り調

査を行いました。

暑い中、汗を拭いながらミズナラ、クリ、コナ

ラ、アラカシの実を調査し、結果をまとめました。

平成２５年からの記録を見ると今年は昨年に比べ

て実が少ないことがわかりました。

調査地では、穴の開いたどんぐりや未熟などん

ぐりが枝ごと落ちていて、葉が何者かに食べられ

ていることを発見し、色々な生き物に利用されて

いることを知りました。
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森林レンジャーあきる野新聞は、来月いよいよ１００号目を迎えます！

＊果実は収穫しましょう

＊漬物樽や肥料などは屋内に入れましょう

＊ゴミは決まった時間に出しましょう

＊野生動物への餌付けはやめましょう

＊野生動物の隠れ場所になる草藪を整備しましょう

＊山に入る心構えや準備をしましょう

＊夜の一人歩きは控えましょう

できることからやりましょう

コレンジャー活動報告 ２ 「全国育樹祭に向けて」

昭和５２年から毎年秋季に行われている国民的な森林・緑の祭典「全国育樹祭」が、１１月１７、

１８日に東京都で開催されます。コレンジャーも参加する予定で、初夏から準備をしています。

一つは、式典で贈呈する苗木を育てること。もう一つは、育樹祭に花を飾るプランターカバーを製

作することです。未来の自然や地域を思いながら、東京都の木である「イチョウ」を育て、スギの良

い香りがする丈夫な「多摩産材」のプランターカバーを作るなど、楽しんで準備しています！

どんぐりの実り調査の後は、どんぐりを利用す

る多くの野生動物がいることやあきる野のことを

知りました。そして、野生動物と人が、それぞれ

の場所で安心して暮らしていくために、地域の方

や観光で訪れる方に「注意してほしいこと」を考

え、ポスターにしました。

今年のコレンジャーが作ったポスターも、地域

の掲示板や観光客の目に留まる所に掲示します！


